
平成21年度の和水町国民健康保険税について（お知らせ）

　平成21年度の国民健康保険税の税率は、昨年度と同じ税率です。
　ただし、介護保険給付費の課税限度額が9万円から10万円に変更されます。

■平成21年度国民健康保険税の税率等(年間)について

区　　分 所得割率※
(所得×税率）

資産割率
（固定資産税×税率）

均等割額
(1人：年額)

平等割額
(1世帯：年額) 課税限度額

医療費分（加入者全員） 5.95% 36.00% 17,200円 21,000円 47万円
後期高齢者支援金（加入者全員） 2.03% 6.30% 5,200円 5,200円 12万円
介護保険給付費（40～64歳のみ） 1.10% 9.00% 7,000円 4,400円 10万円
※所得割の計算は、国保加入者の所得額から各々基礎控除額（330,000円）を控除し、それに所得割率を乗じて合計した額となります。

■国民健康保険税の軽減
　国民健康保険税は、世帯主(注①)と国民健康保険に加入されている世帯員の合計所得が、下記の表に該当する場合は均
等割額及び平等割額が軽減されます。

軽減割合 世帯の総所得金額（注①）　　（軽減判定所得）

7割 33万円以下

5割 33万円＋（24万5千円×世帯主を除く被保険者数：注②）以下

2割 33万円＋（35万円×被保険者数：注②）以下

※注①  軽減の判定については、世帯主の方が国民健康保険の加入者でない場合でも、世帯主の方の所得も軽減判定所得に含めます。
※注②  軽減の判定には国民健康保険に加入されておられ、年齢到達等で後期高齢者医療制度に移行した方も被保険者数に含みます。
※注③  この軽減は、所得の申告をしてない方がおられる世帯は適用されません。所得が無い場合でも、毎年所得申告をしていただく必要があります。

　

菊
池
川
河
川
事
務
所
で
は
、菊
池
川
の
国

直
轄
区
間
の
河
川
改
修
と
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。洪
水
な
ど
か
ら
住
民
の「
安
全・安

心
」を
確
保
す
る
た
め
、大
江
田
地
区
の
築
堤

工
事
や
竜
門
ダ
ム
や
山
鹿
大
堰
の
ほ
か
樋
管

等
１
５
０
程
度
の
管
理
、防
災
情
報
の
提
供
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、大
雨
で
内
水
に
よ
る
家
屋
浸

水
対
策
と
し
て
必
要
な
時
に
機
動
的
に
活
動

で
き
る
様
に
考
え
ら
れ
た
の
が
、排
水
ポ
ン
プ

車
の
配
備
で
す
。

　

現
在
、当
事
務
所
で
は
毎
分
30
㎥
／
ｓ
の

排
水
能
力
の
ポ
ン
プ
車
を
１
台
保
有
し
て
お

り
、先
日
、和
水
町
江
栗
で
設
置
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。訓
練
に
は
町
長
を
は
じ
め
町
会
議

員
や
住
民
の
人
々
な
ど
多
く
の
見
学
者
が
来

ら
れ
期
待
の
大
き
さ
を
実
感
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
直
後
の
６
月
29
日
に
は
、和
水
町
よ
り

「
梅
雨
前
線
の
大
雨
に
よ
り
江
栗
地
区
の
内

水
位
が
上
が
り
被
害
が
発
生
の
可
能
性
あ

り
。ポ
ン
プ
車
を
出
動
願
い
た
い
」と
の
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。当
事
務
所
で
は
、連
絡
を
受

け
て
直
ち
に
出
動
命
令
を
出
し
現
地
に
ポ
ン

プ
車
を
設
置
し
ま
し
た
。最
初
は
１
機
の
ポ

ン
プ
で
対
応
充
分
で
し
た
が
、時
間
60
㎜
も

の
局
地
的
集
中
豪
雨
が
あ
り
急
遽
４
機
の

ポ
ン
プ
を
投
入
し
フ
ル
活
動
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
水
量
が
多
く
一
時
県
道
が
冠
水
し

通
行
止
め
と
な
り
、排
水
能
力
に
限
界
が
あ

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。そ
れ
に
も

関
わ
ら
ず
現
場
で
は
、地
域
の
人
々
か
ら「
ね

ぎ
ら
い
の
言
葉
」を
い
た
だ
き
職
員
一
同
感
激

し
、な
お
、一
層
流
域
住
民
の
安
全
安
心
の
期

待
に
応
え
る
べ
く
努
力
を
誓
い
ま
し
た
。

排
水
ポ
ン
プ
車
の
配
備
と
活
動
報
告

国
土
交
通
省
　
菊
池
川
河
川
事
務
所

問い合わせ先　本庁 税務住民課 住民税係（内線514）／総合支所 税務住民課 税務係（内線753）

▲国土交通省 排水ポンプ車

▲排水の様子
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ア
ン
テ
ナ
改
修
等
が
必
要
な
場
合
に
は
そ
の
支

援
も
行
い
ま
す
。

（
３
）申
し
込
み
先
は

未
定
で
す
。決
ま
り
次
第
申
込
み
方
法
含
め
て

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
４
）支
援
の
開
始
の
時
期
は

平
成
21
年
秋
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す｡

具
体

的
な
日
程
は
改
め
て
周
知
す
る
予
定
で
す｡

（
５
）ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
点

支
援
の
申
込
み
に
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
信
契
約
を

結
び
、全
額
免
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。な
る
べ
く
早
め
に
契
約
手
続
等
を
お
願
い

し
ま
す
。支
援
は
現
物
給
付
で
す
。御
自
身
で
購

入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、ア
ン
テ
ナ
等
の
費
用
を
精

算
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

問
い
合
わ
せ
先

支
援
制
度
全
体
に
つ
い
て 

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０・０
７・０
１
０
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
契
約
、受
信
料
免
除
に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０・０
７・７
０
７
７

税
務
署
職
員
を
装
っ
た「
振
り
込

め
詐
欺
」に
御
注
意
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、税
務
職
員
を
装
い
、現
金
自
動
預
け
払
い
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）を
操
作
さ
せ
振
込
み
を
行
わ
せ
る「
振

り
込
め
詐
欺
」に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
職
員
が
納
税
者
の
皆
様
に
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
す
る
場
合
は
、提
出
し
て
い
た
だ
い
た
申
告

書
等
を
基
に
、そ
の
内
容
を
ご
本
人
に
確
認
す
る
事

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

税
務
署
や
国
税
局
で
は

　

① 

還
付
金
受
け
取
り
の
た
め
に
金
融
機
関
等
の

現
金
自
動
預
け
払
い
機（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）の
操
作
を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

② 

国
税
の
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
の
口
座
を

指
定
し
て
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、最
寄
り
の
税

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

玉
名
税
務
署
　
☎
０
９
６
８・７
２・２
１
２
５

平
成
21
年
度「
夏
の
青
少
年
健

全
育
成
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」

み
ん
な
、み
ん
な
の
子
ど
も
で
す

青
少
年
の
非
行
防
止
は
地
域
全
体
で
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　

８
月
は
、学
校
が
夏
休
み
に
入
る
こ
と
も
あ
り
、

青
少
年
の
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、非
行
に
陥
り
や
す

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、学
校
、職
場
、地
域
社
会
の
実

情
に
応
じ
た
具
体
的
な
活
動
に
あ
な
た
も
積
極
的

に
参
加
し
て
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
青
少
年
の
非
行

問
題
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

趣
旨　

県
内
の
刑
法
犯
少
年
の
総
検
挙・
補
導
人

員
は
、平
成
16
年
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

全
刑
法
犯
総
検
挙・補
導
人
員
に
占
め
る
少
年
の
割

合
は
38・１
％（
平
成
20
年
）で
、全
国
平
均（
30・４
％
）

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
の

説
明・相
談
会
」の
お
知
ら
せ

　

２
０
１
１
年
７
月
に
現
在
視
聴
さ
れ
て
い
る
ア
ナ

ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
と
完

全
移
行
し
ま
す
。

　

こ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た
め

に
は
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
又
は

チ
ュ
ー
ナ
ー
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、ア
ン

テ
ナ
工
事
等
も
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

地
デ
ジ
移
行
に
便
乗
し
て
、架
空
の
工
事
料
金
や

加
入
負
担
金
を
請
求
す
る
と
い
っ
た
詐
欺
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、特
に
高
齢
者
、障
が
い
者
を
対
象
と
し

て
地
デ
ジ
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
情
報
を
得
て

い
た
だ
く
た
め
に「
地
デ
ジ
に
関
す
る
説
明・
相
談

会
」を
下
記
の
日
程
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。入
場
は

無
料
で
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
来
場
と
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
説
明
会
日
程
】

と　

き　

平
成
21
年
８
月
18
日(

火)　

(

一
部)

午
前
10
時
30
分
〜 

（
二
部
）午
後
２
時
〜 

と　

き　

平
成
21
年
８
月
19
日(

水)　

(

一
部)

午
前
10
時
30
分
〜 

（
二
部
）午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

三
加
和
公
民
館
／
２
階 

研
修
室

と　

き　

平
成
21
年
８
月
25
日(

火)　

(

一
部)

午
前
10
時
30
分
〜 

（
二
部
）午
後
２
時
〜 

と　

き　

平
成
21
年
８
月
26
日(

水)　

(

一
部)

午
前
10
時
30
分
〜 

（
二
部
）午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
／
２
階 

中
会
議
室 

　

右
記
の
ほ
か
、ご
希
望
で
あ
れ
ば
、最
寄
り
の
地

区
公
民
館
等
で
の
集
会
に
も
出
向
い
て
説
明
を
行

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
　
熊
本
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６・３
２
５・６
２
５
５

本
　
庁
　
総
務
課
情
報
管
理
係(

内
線
２
３
０)

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め

の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
な
ど

の
支
援
に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、経
済
的
な
理
由
等
で
地
上
ア
ナ

ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る

こ
と
が
難
し
い
世
帯
に
対
す
る
支
援
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

（
１
）支
援
の
対
象
と
な
る
の
は

｢

日
本
放
送
協
会 

Ｎ
Ｈ
Ｋ)

の
受
信
料
全
額
免

除
を
受
け
て
い
る
世
帯｣

が
対
象
で
す
。(

具
体
的

に
は
、生
活
保
護
世
帯
等
、市
町
村
民
税
非
課
税

の
障
害
者
世
帯
、社
会
福
祉
事
業
施
設
入
所
者)

※
す
で
に
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
さ
れ
て

い
る
世
帯
は
支
援
の
対
象
外
で
す
。 

（
２
）受
け
ら
れ
る
支
援
の
内
容
は 

現
在
お
持
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
取
り
付
け
る

｢

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー｣

の
無
償
給
付
を
し
ま
す
。
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